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て
少
し
で
も
怪
得
し
た
な
れ
ば
、
少
し
で
も
行
は
れ
る
道
で
ご
ざ
い
ま
ず
。
取
分
け
て
井
道
に
親
し
む
人
に
は
、
斯
の
一

終
り
に
臨
ん
で
断
つ
て
罹
き
ま
ず
。
前
に
幾
度
も
漢
學
と
申
し
ま
し
た
が
、
是
は
日
本
で
言
ふ
漢
學
の
事
で
、
宋
學

二

十

周

年

回

顧

二
十
周
年
阿
顧
の
一
端

の

開

堂

式

と

定

期

講

演

懐
穏
堂
煎
建
以
後
、
早
や
二
十
年
の
歳
月
は
流
れ
た
。

五
九

回
顧
す
れ
ば
私
が
懐
穏
堂
勤
務
の
僻
令
を
受
け
て
、
始
め
て

堂
に
登
っ
た
時
は
、
開
堂
式
を
行
ふ
前
一
月
、
即
ち
大
正
五
年
九
月
十
五
日
で
、
講
堂
も
事
務
所
も
た
ゞ
外
廓
が
出
来

た
の
み
で
、
内
部
の
設
備
着
手
に
大
混
雑
の
最
中
で
あ
っ
た
。
使
丁
室
に
は
糟
谷
と
い
ふ
老
夫
婦
の
小
使
が
居
る
ば
か

り
、
事
務
を
執
る
に
も
紙
も
筆
も
な
い
有
様
な
の
で
、
是
か
ら
俄
に
冊
帯
道
具
を
買
集
め
た
り
、
電
話
や
瓦
斯
管
の
敷

設
交
渉
や
ら
、
開
堂
式
學
行
の
準
備
に
、

8
々
大
多
忙
を
極
め
た
が
、
終
に
め
で
た
＜
十
月
十
五
日
盛
大
な
る
開
堂
式

端

に
到
ず
る
漢
學
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
か
ら
御
承
知
を
願
ひ
ま
ず
。
（
終
）

道
が
尤
も
必
要
餓
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
思
ひ
ま
ず
。

吉

田

鋭

雄



ざ
て
式
は
滞
り
た
＜
清
ん
だ
が
、
直
に
講
義
講
演
を
開
く
こ
と
は
出
来
な
い
、
第
一
専
任
の
教
授
が
ま
だ
確
定
し
て

居
な
い
、
次
に
基
金
が
そ
れ
程
集
つ
て
居
な
い
。
常
時
永
田
理
事
長
の
談
に
よ
る
と
、
第
一
次
は
十
五
萬
雨
、
第
二
次

は
一
二
十
萬
附
、
第
三
次
は
五
十
萬
雨
|
|
l
理
事
長
は
口
癖
で
雨
と
言
は
れ
た
|
|
—
と
い
ふ
風
に
、
漸
を
逐
ふ
て
義
金
を

葬
り
、

以
て
基
礎
を
確
立
し
事
業
を
懺
張
し
て
行
く
と
い
ふ
計
需
で
あ
っ
た
。
今
日
の
状
態
は
殆
ど
所
謂
第
二
次
計
叢

ま
で
に
漕
ぎ
付
け
て
居
る
が
、
開
堂
常
時
は
建
築
費
に
一
萬
五
千
餘

OO
を
費
し
た
貧
に
、
残
額
は
幾
何
も
な
い
。
理
事

長
の
所
謂
第
一
次
計
霊
に
は
程
辿
い
も
の
で
あ
っ
た
、

ず
る
一
方
、
義
金
の
f
が
集
に
奔
走
ざ
れ
る
等
、
早
忙
の
裡
に
罷
過
し
た
炉
、
中
に
も
理
事
兼
講
師
で
あ
っ
た
西
村
碩
園

先
生
は
、

そ
れ
で
度
々
理
事
含
や
評
議
貝
會
が
開
か
れ
、
開
講
の
準
備
を

焙
し
ざ
の
餘
り
一
日
も
早
く
開
講
し
た
く
て
堪
ら
た
か
っ
た
ら
し
い
。

講
義
講
演
等
の
規
則
課
目
た
ど
、

そ

れ
ぞ
れ
理
事
會
に
か
け
て
決
議
ざ
れ
る
こ
と
を
促
進
ざ
れ
、
定
日
講
義
の
方
は
教
授
確
定
の
後
と
し
、
先
づ
以
て
定
期

講
演
1

現
在
は
土
曜
講
演
と
改
稲
し
、
大
正
九
年
四
月
以
降
毎
週
土
曜
に
開
き
、
講
師
二
人
が
隔
週
交
互
に
毎
回
一

人
出
講
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
常
初
は
開
週
土
曜
、
郎
ち
毎
月
二
回
、
講
師
は
毎
回
二
人
、
京
都
帝
國
大
學
文
學
部

の
教
官
を
聘
し
て
公
開
と
ず
。
を
開
き
た
い
と
い
ふ
提
議
で
、
｛
逐
に
其
の
年
の
十
一
月
四
日
を
以
て
、
其
の
第
一

回
が
開
か
れ
た
、
講
師
及
び
演
題
は
文
學
博
七
狩
野
直
喜
先
生
の
孟
ー
ナ
概
説
、
阿
―
―
一
補
周
行
先
生
の
國
史
新
話
で
あ
っ

た
。
此
の
講
演
は
今
日
と
詞
じ
く
、
幾
回
か
の
連
績
講
演
で
、
大
學
の
講
義
と
同
様
、
何
れ
も
學
究
的
の
も
の
で
、
大

炉
學
行
せ
ら
れ
た
。

懐

徳

六
〇



學
の
術
長
で
あ
る
か
の
如
き
戚
を
懐
か
し
む
る
、
誠
に
大
阪
の
市
民
に
取
り
て
は
、

で
あ
る
が
、

場
合
に
は
、

ざ
て
此
の
講
演
を
開
く
旨
を
新
聞
紙
上
に
骰
表
し
て
、
常
日
愈
々
蓋
を
開
け
る
と
、
賞
に
豫
想
外
の
大
盛

況
、
文
字
通
り
消
堂
立
錐
の
地
も
な
か
っ
た
。

れ
は
無
か
っ
た
も
の
で
、
板
張
は
定
日
講
義
を
聞
く
や
う
に
な
っ
て
、
急
に
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
最
初
は
大
集
會
の

此
の
取
合
の
戸
を
外
し
て
一
大
講
堂
に
ず
る
仕
組
で
あ
っ
た
が
、
是
は
失
敗
で
あ
っ
た
、
會
毎
に
斯
る
重

い
戸
を
一
々
取
外
し
す
る
こ
と
は
、
不
便
極
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
併
し
最
初
は
其
の
純
瞼
が
な
い
か
ら
、

此
の
豫
想
外
の
聰
衆
に
面
喰
つ
て
、
俄
に
煎
い
戸
を
外
ず
や
ら
腰
掛
を
運
ぶ
や
ら
、
西
村
先
生
の
如
き
は
、
自
身
で
其

の
手
博
を
ざ
れ
、
誠
に
恐
縮
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
先
生
は
ざ
も
満
足
氣
に
、
あ
の
葉
顔
に
笑
を
湛
え
て
居
ら
れ
た
。

か
く
し
て
、
定
期
講
演
は
毎
回
盛
況
の
裡
に
績
行
ざ
れ
、
今
日
に
及
ん
で
居
る
が
、
此
の
時
の
費
用
の
如
き
或
る
部

分
は
西
村
先
生
が
四
五
回
分
、
堂
へ
朦
出
ざ
れ
て
、

迎
講
者
は
約
三
分
の
二
が
定
連
と
い
ふ
も
の
に
た
り
、
他
の
一
分
が
新
来
で
、
百
名
乃
至
五
十
名
、
懐
穏
堂
の
事
業
中

一
番
成
功
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
十
周
年
阿
顧
の
一
端

六

そ
れ
で
以
て
織
績
す
る
こ
と
が
出
来
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
此
の

開

講

式

と

定

日

講

羞

現
在
の
大
講
堂
は
、
南
北
雨
小
講
堂
と
の
間
の
鴨
居
の
上
は
板
張
に
な
っ
て
、

一
寸
不
格
好
に
見
ゆ
る
が
、

元
来
こ

一
寸
他
に
類
の
た
い
有
難
い
も
の



ざ
て
専
任
教
授
は
、
廣
島
高
等
師
範
學
校
教
授
松
山
直
蔵
先
生
と
確
定
し
て
、
同
教
授
は
大
正
五
年
十
二
月
二
十
六

日
来
阪
、
居
を
迎
天
坂
に
定
め
ら
れ
た
。
而
し
て
翌
六
年
一
月
二
十
七

H
い
よ
／
＼
聞
講
式
が
學
行
せ
ら
れ
た
、
同
教

授
は
常
日
大
學
の
首
章
を
講
じ
、
西
村
先
生
は
「
聴
講
生
諸
君
に
告
ぐ
」
と
題
し
て
、

是
よ
り
先
、
聰
講
生
の
募
集
を
し
た
が
、
其
の
結
果
は
西
村
先
生
が
非
常
に
心
配
ざ
れ
た
|
ー
↓
今
日
の
如
き
漢
學
哀

微
の
枇
に
、
舷
講
生
が
来
る
だ
ら
う
か
、

小
講
堂
を
使
用
し
て
、
定
員
四
十
名
を
入
れ
る
豫
定
に
な
っ
て
居
る
が
果
し

て
此
の
定
貝
を
満
す
で
あ
ら
う
か
、
兎
も
角
開
い
た
以
上
は
、
教
授
を
初
め
講
師
た
る
も
の
は
、
空
堂
に
於
て
も
講
ず

る
、
と
い
ふ
餘
氣
と
党
悟
と
を
要
す
る
、

と
語
ら
れ
て
居
た
ー
所
が
此
の
心
配
は
忽
ち
解
消
し
て
了
っ
た
。
六

H
目

の
應
躾
締
切
常
日
の
総
計
は
、
何
と
二
百
六
十
四
名
の
多
数
に
上
っ
た
、
應
募
者
の
様
子
を
見
る
べ
く
日
々
登
堂
さ
れ

た
西
村
先
生
の
如
き
は
、
平
息
想
外
の
應
募
者
に
目
を
閲
う
し
て
驚
か
れ
且
つ
喜
ば
れ
た
。

か
く
て
翌

H
は
、
應
粒
者
の
選
探
に
就
て
理
事
會
が
開
か
れ
た
が
、
結
局
申
込
者
全
部
二
百
六
十
四
名
を
許
可
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
開
講
常
日
は
向
六
名
増
し
て
組
叶
二
百
七
十
名
と
な
っ
た
。

と
い
ふ
常
初
の
計
甕
を
幾
更
す
る
の
餘
義
な
き
に
至
り
、
定
期
講
演
と
同
じ
く
大
講
堂
に
於
て
講
義
す
る
こ
と
に
決
定

し
た
、
其
の
盆
に
机
の
不
足
を
来
し
、
俄
に
机
を
注
文
す
る
や
ら
、
前
記
の
如
く
大
講
堂
と
小
講
常
と
の
鴨
居
の
上
に

板
を
張
る
や
ら
、
大
騒
ぎ
を
し
て
、
遂
に
同
年
二
月
一
日
午
後
七
時
よ
り
定

B
講
義
の
第
一
日
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

是
よ
り
定

8
講
義
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

懐

徳

そ
こ
で
定
日
講
義
は
小
講
堂
に
於
て
開
く

一
場
の
講
演
が
あ
り
式
は
終
り
、

六



＇ ノ‘

現
在
は
基
金
の
増
加
に
伴
ひ
、
定
日
講
義
は
月
曜
よ
り
金
曜
に
至
る
五
回
に
増
加
し
た
、
尤
も
こ
れ
ま
で
に
な
る
に
は
、

何
か
特
別
に
研
究
す
る
人
の
因
に
と
て
、
水
曜
日
に
特
科
講
義
、
東
西
雨
洋
の
哲
學
文
學
を
講
ず
る
総
に
金
曜
日
に
文

科
講
義
、
中
等
學
校
の
學
生
の
総
に
と
て
、
日
曜
朝
講
と
い
ふ
も
の
を
次
々
に
設
け
た
が
、
何
れ
も
此
方
の
目
的
希
望

に
副
は
な
い
結
果
に
な
っ
た
の
で
、
ず
べ
て
是
等
の
煩
は
し
き
名
を
殷
し
て
、

一
律
に
定

H
講
義
と
名
づ
け
る
事
に
な

っ
た
が
、
常
初
は
毎
週
二
回
、
卸
ち
月
曜
と
木
曜
と
で
あ
っ
た
、
課

H
及
び
講
師
は
松
山
教
授
と
西
村
講
師
と
で
、

月

曜
は
松
山
教
授
の
論
語
、
西
村
講
師
の
経
子
簡
編
、
木
曜
は
西
村
講
師
の
詞
じ
く
経
子
簡
編
、
松
山
教
授
の
開
記
簗
言

抄
で
、
各
々
一
時
間
づ
つ
掠
常
ざ
れ
た
、
其
の
第
一
日
の
出
席
者
は
、
二
百
七
十
名
の
中
百
九
十
三
名
で
、
約
七
割
強

の
出
席
率
で
、
大
講
堂
は
瀾
貝
の
盛
況
で
あ
っ
た
、
併
し
是
は
所
謂
珍
ら
し
物
喰
の
一
時
の
現
象
に
過
ぎ
な
か
っ
た
、

回
を
重
ね
る
に
随
ふ
て
、
次
第
に
減
少
し
、
其
の
年
の
九
月
第
三
期
の
始
め
に
は
、
在
籍
者
百
二
十
八
名
に
し
て
、
出

席
者
は
七
十
二
名
、
第
二
年
の
翌
大
正
七
年
第
一
期
始
に
は
、
在
籍
者
六
十
九
名
に
し
て
、
出
席
者
四
十
九
名
、
是
れ

か
ら
以
後
は
略
ぼ
其
の
数
が
確
定
し
た
も
の
ら
し
い
、
固
よ
り
時
に
よ
り
多
少
の
増
減
は
あ
る
然
、
在
籍
者
数
は
毎
期

此
の
出
席
率
の
少
な
く
な
っ
た
理
由
に
於
て
は
、
大
に
考
ふ
べ
き
こ
と
だ
と
思
ふ
、
或
る
人
は
言
ふ
、
講
師
其
の
人

に
よ
る
と
、
斯
く
言
は
る
れ
ば
吾
々
は
固
よ
り
一
言
も
な
い
。
併
し
一
面
を
見
る
と
、
他
に
幾
多
の
理
由
が
存
在
す
る

の
で
な
か
ら
う
か
、
第
一
本
常
の
講
義
は
、
穏
性
の
油
養
と
學
術
の
研
究
と
を
以
て
宗
旨
と
し
て
居
る
、
盆
に
幾
年
鵜

二
十
周
年
同
顧
の
一
端

六
七
十
名
、
出
席
者
は
共
の
半
敷
を
上
下
し
て
居
る
。



講
し
て
も
、
資
格
を
得
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
何
等
物
質
的
方
面
の
恩
恵
が
な
い
、
賓
は
間
接
的
に
其
の
恩
恵
を
受
け

て
居
る
が
、
脚
下
が
暗
い
盆
に
判
ら
ぬ
、
第
二
に
は
本
堂
の
碧
講
費
は
月
僅
に
二
十
錢
で
極
め
て
低
廉
で
あ
る
、

も
最
初
は
無
料
に
す
る
と
い
ふ
議
も
あ
っ
た
が
、

そ
れ
で
は
出
入
度
な
く
却
て
弊
が
あ
る
と
て
、
電
燈
料
の
一
分
を
足

ず
危
味
で
、
堂
費
と
名
づ
け
て
少
額
を
取
る
こ
と
に
し
た
、
此
の
罷
講
費
が
至
廉
た
る
盆
に
、

止
め
る
人
が
多
い
、
第
三
に
聴
講
生
は
何
れ
も
そ
れ
人
＼
職
業
に
従
事
し
て
居
る
人
で
あ
る
、
疲
努
し
た
身
骰
を
以
て
、

尚
精
紳
生
活
に
精
進
し
よ
う
と
い
ふ
に
は
、
餘
程
の
勇
猛
心
を
要
す
る
、
随
つ
て
今
日
の
様
に
一
週
五
回
も
開
い
て
居

る
と
、
如
何
に
好
學
と
雖
も
、
毎
夜
登
堂
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
、
盆
に
一
週
一
回
若
く
は
二
回
、
自
已
の
欲
ず
る

課
目
の
み
を
聴
く
と
い
ふ
風
に
な
る
の
で
、
自
然
探
り
喰
が
甚
し
く
な
る
、
賓
際
開
い
て
見
る
と
、
此
の
領
向
の
人
が

大
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
や
う
で
、

や
は
り
最
初
の
週
二
回
の
時
の
方
が
通
學
し
易
い
と
い
ふ
人
も
あ
る
、
其
の
他
教
科

害
の
難
易
、
講
義
の
方
法
、
本
堂
の
位
謹
等
、
幾
多
の
理
由
も
あ
ら
う
が
、
先
づ
是
等
が
認
講
者
の
減
少
を
来
し
た
重

な
る
原
因
で
あ
る
ま
い
か
、
併
し
是
は
近
祝
眼
的
の
見
方
で
其
の
最
も
大
な
る
原
因
は
、
他
に
存
在
ず
る
。
今
之
を
議

ず
る
こ
と
は
止
め
る
が
、
兎
も
角
一
方
に
漢
字
寮
止
論
を
唱
へ
る
も
の
が
あ
り
、
漢
學
本
来
の
面
目
を
知
ら
ぬ
人
が
多

い
盆
に
、
今
日
漢
學
を
叫
道
し
鼓
吹
す
る
に
は
、
中
々
の
骨
折
で
あ
る
、
併
し
幸
に
好
學
の
士
も
少
な
か
ら
ず
、
開
堂

以
来
聴
講
ず
る
人
、
即
ち
二
十
年
織
績
舷
講
生
と
し
て
表
彰
ず
る
も
の
四
名
あ
り
、
十
年
、

織
績
者
も
相
常
に
在
る
、
吾
々
は
敢
て
出
席
者
の
多
少
を
論
ず
る
も
の
で
な
い
、
個
令
数
は
少
な
く
て
も
、

懐

徳

七
年
若
く
は
五
年
三
年
の

只
此
の
咆

一
寸
覗
い
て
見
て
直
ぐ

六
四

こ
れ



賢
の
道
を
榮
ん
で
、
他
を
顧
み
ざ
る
＋
の
登
堂
せ
ん
こ
と
を
望
ん
で
止
ま
た
い
。

中
井
竹

111
先
生
ほ
、
其
の
懐
穏
堂
記
に
於
て
、
斯
の
堂
に
登
る
こ
と
を
欲
ず
る
人
と
欲
ぜ
ざ
る
も
の
と
を
左
の
如
く

學
げ
ら
れ
た
。

。
欲
ー
好
＞
學
槃
＞
道
、
潔
＞
身
受
＞
物
、
論
議
風
采
、
表
1

一見

0

0

 

不
＞
欲
』
誤
＞
國
之
臣
、
敗
＞
家
之
子
、
姦
回
暴
棄
、
総
11$1
笑
傷
ー
者
、
来
就
知
惚

。
欲
し
居
＞
家
孝
友
、
接
＞
人
敬
和
伯
議
、
而
御
＞
下
有
＞
恩
者
、
蹟
巾
斯
堂
上
突
。

0

0

 

不
＞
欲
贔
剛
悛
自
用
、
頑
率
騎
傲
、
凌
11
長
上
一
而
虐
11
幼
賤
一
者
、
来
蹟
知
屈
゜

゜
欲
に
寸
＞
業
安
＞
分
、
勤
倹
明
恕
、
而
浦
廉
好
＞
義
者
、
升
巾
斯
階
上
突
。

0

0

 

不
涵
吟
潰
＞
貨
貪
＞
財
、
祁
吝
自
私
、
不
＞
憔
ー
一
人
言
玉
者
、
来
升
如
屈
。

゜
欲
下
繹
〉
罷
紬
＞
史
‘
操
＞
緬
濡
＞
翰
、
其
才
可
＞
育
者
、
履
巾
斯
庭

4
矢゚

0

0

 

不
＞
欲
下
目
無
二

或
資
質
栢
澄
、
靡
＞
廿
―

-tit
味
↓
雅
尚
自
適
之
餘
、
討
＞
術
問
＞
奇
之
等
、
鼠
ご
夫
下
士
晩
覺
、
循
迂

0

0

 

守
＞
拙
、
眼
勉
隷
＞
業
、
作
綴
有
＞
時
之
倫
論
皿
入
咋
~
門
一
突
、
在
＞
所
＞
不
＞
厭
也
。

評
恥
苧
蔑
＞
賢
之

償
洒
斯
洒
、
色
斯
耽
、
昏
昧
克
瘍
、
敗
レ
風
乱
＞
俗
之
輩
、
岡
ぐ
夫
蓬
二
私
智
↓
駒
一
ー
殊
見
i

師

弛

任

誕

、

徒
い
而
来
入
焉
、
不
＞
得
＞
不
＞
距
也
。

二
十
周
年
阿
顧
の
一
端

丁
↓
郡
語
妄
談
、
片
言
不
＞
及
＞
義
者
、
来
履
如
屈
゜

時
一
者
、
就
如
切
席
払
唸

六
五



の
「
行
敬
ず
べ
き
貨
業
家
グ
ロ
ー
ト
」
、

通

俗

講

演

て
は
、
健
に
満
腔
の
敬
愈
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

吾
々
の
欲
不
欲
も
竹
山
先
生
と
同
様
で
あ
る
。
柾
皆
濁
ら
ば
己
れ
獨
り
浦
か
ら
ん
、
人
名
に
奔
り
利
に
趨
か
ば
、
我

は
獨
り
仁
に
依
り
義
に
振
ら
ん
、
然
ら
ば
骰
令
数
は
少
な
し
と
雖
も
、
斯
の
堂
を
愛
し
て
斯
の
道
を
栗
む
人
々
に
晋
し

回
顧
が
思
は
ず
戚
慨
に
外
れ
た
が
、
言
は
ざ
れ
ば
腹
膨
る
ヽ
業
、
偏
に
大
方
の
支
援
と
鞭
撻
と
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

大
正
八
年
に
な
り
、
豫
て
願
ひ
出
て
居
っ
た
府
市
雨
巖
か
ら
の
補
助
金
が
下
附
ざ
れ
る
事
に
な
っ
た
の
で
、
廻
に
一

般
市
民
の
常
識
を
養
ひ
品
性
を
向
上
せ
し
抒
る
目
的
の
下
に
、
通
俗
講
演
を
開
く
議
が
起
り
、
該
講
演
委
貝
會
な
る
も

の
が
糾
織
ざ
れ
て
、

た
び
／
＼
協
議
の
結
果
、
途
に
該
講
演
は
、
堂
内
の
講
演
と
出
張
講
演
と
の
二
種
と
し
、
毎
月
一

回
適
常
の

H
に
行
ふ
事
と
た
り
、
其
の
第
一
回
は
何
年
六
月
二
十
一
日
の
土
曜
日
本
堂
内
に
於
て
開
催
、
阪
口
昂
博
士

片
岡
直
温
氏
の
「
予
が
大
阪
に
就
職
以
来
純
清
界
の
所
戚
」
と
題
ず
る
講
演
が

あ
り
舷
講
者
二
百
―
―
―
十
三
名
で
、
是
れ
亦
盛
大
を
告
げ
た
。
出
張
講
演
の
方
は
、
同
年
九
月
二
十
日
西
悦
九
條
第
一
迂
罪

常
高
等
小
學
校
に
於
て
開
い
た
の
が
最
初
で
あ
っ
た
が
、
其
の
翌
十
月
十
八

H
該
講
演
の
第
四
回
を
南
悩
御
津
尋
常
小

學
校
に
於
て
開
い
た
時
で
あ
っ
た
、
有
澤
潤
薄
士
の
「
逍
博
と
眼
病
」
、
西
村
先
生
の
「
商
賣
人
の
學
間
所
」
と
題
ず
る

講
演
で
あ
っ
た
が
、
折
柄
常
日
は
、
該
悩
域
が
誓
文
掃
の
総
雑
闇
し
て
居
り
、

懐

徳

且
つ
通
告
の
方
法
に
少
し
手
落
が
あ
っ

六
六



上
田
秋
成
に
就
て

橋
本
宗
吉
に
就
て

草
間
直
方
に
就
て

富
永
仲
基
に
就
て

二
十
周
年
阿
顧
の
一
端

高
橋
作
左
衛
門
父
子
の
事
蹟

（
十
一
月
）

（六

月）

六
七

内

藤

虎

次

郎

先

生

今

井

貫

先

生

（
五
月
）

土

屋

如

作

先

生

（
四
月
）

藤

井

乙

男

先

生

ヘ

月
）

新

村

出

先

生

山
片
蝠
桃
を
憶
ふ

ヘ

月）

内

藤

虎

次

郎

先

生

木
村
兼
腹
堂
を
憶
ふ

ヘ

講
演
よ
り
や
＼
少
な
い
の
を
例
と
ず
る
。

生
大
に
氣
を
腐
ら
せ
ら
れ
、
も
う
出
張
講
演
は
止
め
や
う
、

月）

酉

村

時

彦

先

生

た
盆
に
、
舷
講
者
が
極
め
て
少
な
か
っ
た
、
僅
に
三
十
餘
名
、
而
も
其
の
大
半
は
小
學
生
で
あ
っ
た
、
日
定
に
は
西
村
先

と
い
ふ
事
に
な
っ
て
、
途
に
此
の
以
後
即
ち
第
五
回
以
後

は
専
ら
堂
内
に
於
て
行
は
れ
る
事
に
な
っ
た
、
而
し
て
此
の
講
演
も
、
定
期
講
演
と
詞
じ
く
、
二
人
の
講
師
が
午
後
七

時
か
ら
九
時
ま
で
各
一
時
間
づ
つ
出
講
し
た
が
、
同
十
年
一
月
よ
り
大
阪
町
人
學
者
の
講
演
を
行
っ
て
か
ら
、

講
師
が
午
後
七
時
か
ら
一
時
間
半
若
く
は
二
時
間
出
講
ず
る
こ
と
に
改
め
て
今
日
に
及
ん
で
居
る
、
聴
講
者
較
は
土
曜

ざ
て
序
な
が
ら
此
の
大
阪
の
町
人
學
者
の
講
演
に
就
て
は
、
私
に
は
千
載
の
痛
恨
事
が
あ
る
、
即
ち
此
の
時
の
講
演

に
は
、
左
記
の
演
題
の
下
に
各
講
師
が
各
々
其
の
捜
訪
に
係
る
研
究
を
骰
表
せ
ら
れ
た
。

一
人
の
一



川
に
は
、
其
の
都
度
私
と
矢
壁
苫
記
と
が
、

尾
崎
雅
嘉
に
就
て

（
十
二
月
）

而
し
て
其
の
際
は
小
講
常
に
於
て
、
其
の
都
度
遺
青
遺
物
を
展
覧
し
、

げ
て
、
其
の
前
に
卓
を
設
け
香
櫨
を
謹
き
、
聴
講
者
に
参
拝
せ
し
む
る
や
う
に
し
た
、
此
の
翠
碑
の
拓
本
や
逍
物
の
借

物
の
借
川
を
ず
る
等
、
相
常
人
知
れ
ぬ
苦
努
を
煎
ね
た
も
の
で
あ
る
、
而
し
て
是
等
の
講
演
筆
記
は
、
東
京
の
某
掛
店

が
出
版
す
る
事
に
な
っ
て
居
た
の
で
、
該
講
演
速
記
の
原
稿
は
各
々
講
師
の
校
閲
を
経
、
ま
た
叢
像
や
経
碑
逍
物
の
二

―
―
―
勁
を
各
腐
奨
板
に
附
し
全
部
整
理
編
簗
の
上
、
原
稿
を
杏
店
に
郵
送
し
た
の
で
あ
っ
た
、
所
が
伺
十
二
年
の
闊
東
大

震
災
で
燒
失
し
て
了
っ
た
の
で
あ
る
、
複
本
を
取
っ
て
罹
け
ば
宜
か
り
し
に
と
後
悔
し
た
が
後
の
祭
、
折
角
苦
辛
し
た

も
の
も
一
朝
に
し
て
水
泡
に
蹄
し
て
了
っ
た
、
私
自
身
と
し
て
は
今
で
も
惜
し
い
事
を
し
た
と
、
思
ひ
出
の
種
に
な
る

も
の
で
あ
る
。

尚
惜
む
べ
き
事
と
い
へ
ば
、
今
―
つ
博
ふ
べ
き
事
が
あ
る
、
序
を
以
て
i

紘
に
記
し
て
僅
く
。

何
年
で
あ
っ
た
か
忘
れ
た
が
、
多
分
通
俗
講
演
委
貝
合
の
度
々
開
か
れ
た
頃
で
あ
る
か
ら
、
大
正
八
年
頃
の
事
で
あ
る
、

一
夜
常
門
に
掛
け
て
あ
る
看
板
を
盗
ま
れ
た
、
木
材
も
刻
字
も
現
在
の
看
板
と
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
是
は
開
堂

常
時
崇
譜
組
督
府
か
ら
二
三
樟
板
の
寄
贈
を
受
け
た
の
で
、
共
の
内
の
一
枚
を
肴
板
に
使
用
し
て
、
懐
穏
堂
の
三
字
を

刻
し
た
、
此
の
字
は
も
と
三
宅
石
疱
先
生
の
箋
に
係
る
も
の
で
、
針
懐
穏
常
の
玄
闊
に
掲
げ
ら
れ
た
横
額
で
あ
る
が
、

懐

徳

且
つ
正
面
に
霊
像
若
く
は
幕
碑
の
捐
本
を
掲

一
々
其
の
寺
に
出
張
し
て
拓
本
を
取
る
、
ま
た
一
方
各
蔵
弁
者
に
就
て
遣

吉

澤

義

則

先

生

六
八



っ
た
、

六
九

そ
れ
を
双
鉤
に
取
っ
て
竪
に
刻
し
た
、
刻
者
は
京
都
の
山
本
覚
山
翁
で
、
原
書
と
此
―
玉
も
違
は
ぬ
買
に
美
事
な
も
の
で
あ

そ
れ
を
盗
み
去
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
、
其
の
翌

8
登
堂
し
た
松
山
敦
授
も
私
も
、
誰
も
門
を
過
ぎ
な
が
ら
心
付

か
ず
に
居
た
が
、
成
田
幹
事
が
登
堂
ざ
れ
て
、
看
板
を
何
う
し
た
の
だ
と
間
は
れ
、
始
め
て
皆
が
氣
が
つ
き
、
早
速
警
察

ヘ
屈
け
出
た
が
、
途
に
行
方
知
れ
ず
に
終
っ
た
、
そ
こ
で
ま
た
同
様
の
樟
板
が
あ
っ
た
か
ら
、
再
び
額
字
を
双
鉤
に
取
り
、

西
野
田
職
工
學
校
に
頼
ん
で
、
無
料
で
離
つ
て
貰
っ
た
の
が
現
在
の
看
板
で
あ
る
、
党
山
翁
今
や
則
ち
亡
し
、
而
し
て

形
見
の
看
板
も
失
は
れ
た
、
惜
む
べ
き
一
事
で
あ
る
、
因
に
党
山
第
に
此
の
看
板
を
頼
ん
だ
時
に
、
竹
山
先
生
自
筆
の

懐
癒
堂
記
を
も
刻
ず
る
こ
と
を
依
嘱
し
た
、
此
の
方
は
同
翁
の
門
人
某
が
此
の
記
文
を
原
害
か
ら
双
鉤
に
潟
し
、
同
じ
く

樟
板
に
刻
し
た
も
の
で
、
非
常
に
丹
精
を
凝
し
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
、
是
は
講
常
内
に
掲
げ
る
筈
で
あ
っ
た
が
些
か

故
あ
っ
て
今
に
掲
げ
ず
、

其
の
儘
害
庫
内
に
納
め
て
あ
る
、
党
山
翁
は
之
を
聞
い
て
、
間
か
ら
間
へ
葬
む
る
と
は
哀
し
い
、

門
人
に
封
し
て
氣
の
毒
に
堪
へ
ぬ
と
泣
か
れ
た
ざ
う
で
あ
る
が
、
是
は
無
理
も
な
い
こ
と
だ
と
私
は
窺
に
息
つ
て
居
る
。

素
讀
科
を
設
く
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
大
正
六
年
―
―
一
月
に
な
っ
て
理
事
會
が
開
か
れ
、
句
讀
師
を
聘
ず
る
こ
と
蚊

に
素
讀
生
募
集
方
法
及
び
同
規
則
に
つ
き
協
議
せ
ら
れ
、
其
の
結
果
句
讀
師
は
、
も
と
大
分
師
範
學
校
に
教
鞭
を
執
ら

れ
て
居
た
波
多
野
七
蔵
先
生
を
聘
ず
る
こ
と
に
な
り
、
同
年
五
月
一
日
素
讀
科
始
業
式
を
南
小
講
堂
に
於
て
學
行
し
た
、

入
門
生
十
八
名
で
父
兄
の
附
添
ふ
も
あ
っ
た
、
松
山
教
授
、
西
村
講
師
か
ら
一
場
の
訓
話
が
あ
っ
て
後
、
紳
位
を
爬
拝

二
十
周
年
阿
顧
の
一
端

素

讀

科



経
十
八
史
略
た
ど
讀
了
ず
る
子
弟
も
あ
る
。

人
は
あ
る
、
多
い
時
は
二
十
人
を
超
過
し
て
、

て
か
ら
は
理
事
會
の
決
議
に
よ
り
月
謝
を
徴
ぜ
ざ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
、
終
つ
て
素
讀
生
に
茶
菓
を
興
へ
て
式
を
終
っ
た
が
、
始
業
は
三
日
の
木
曜
か
ら
始
め
ら
れ
、
開
宗
明
誼
章
第
一
と

高
ら
か
に
朗
讀
す
る
臀
が
窓
か
ら
漏
れ
て
、
道
行
く
人
の
耳
を
登
て
る
や
う
に
な
っ
た
。

先
生
は
資
性
桔
潅
寡
欲
、
頗
る
快
活
な
老
人
で
、
成
宜
園
に
學
ん
で
詩
を
菩
く
せ
ら
れ
た
、
授
業
の
暇
餘
、
能
く
私

を
執
へ
て
、
舌
賞
め
づ
り
つ
ヽ
手
振
面
白
く
昔
話
を
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
所
が
居
る
こ
と
三
年
餘
、
衰
老
の
故
を
以

て
退
職
せ
ら
れ
、
東
京
に
閑
居
ざ
れ
て
居
た
が
、
党
に
昭
和
三
年
十
月
逝
去
さ
れ
た
、
先
生
退
職
後
は
私
が
其
の
後
を

益
常
し
て
今
日
に
及
ん
で
居
る
が
、
同
先
生
の
時
ま
で
は
、

月
謝
と
し
て
金
壼
圏
也
を
微
集
し
て
居
た
が
、
私
が
代
つ

規
程
は
満
十
八
歳
ま
で
の
中
小
學
生
に
、
孝
経
四
害
を
授
け
る
こ
と
に
な
っ
て
居
る
が
、
特
に
希
望
の
向
は
年
齢
を

問
は
ず
入
門
を
許
し
て
居
る
、
今
の
枇
に
孝
経
四
書
の
素
讀
を
習
ふ
も
の
が
あ
る
か
と
、
能
＜
奇
異
の
眼
も
て
蒋
ね
る

人
が
あ
る
が
、
此
の
二
十
年
間
未
だ
行
て
素
讀
生
の
絶
え
た
こ
と
の
な
い
の
を
見
て
も
解
る
、
最
も
少
な
い
月
で
も
五

一
人
で
拇
常
ず
る
の
に
困
っ
た
時
も
あ
る
、
堂
の
方
で
は
素
讀
を
終
つ

た
後
は
、
聴
講
生
と
た
つ
て
勤
學
ず
る
や
う
に
勧
め
て
居
る
が
、
併
し
是
は
其
の
敷
甚
だ
少
な
く
、
大
抵
は
學
校
の
豫

習
を
理
由
と
し
て
、
中
途
で
磨
ず
る
も
の
が
多
い
。
併
し
共
の
父
兄
に
於
て
漢
學
の
素
養
あ
る
か
、
或
は
漢
學
修
養
の

必
要
を
戚
じ
、
父
兄
が
其
の
子
弟
を
圃
伴
の
上
人
門
ぜ
し
め
た
も
の
は
、
能
く
二
年
三
年
と
網
績
し
、
更
に
進
ん
で
五

懐

穏

七
0



は
ぬ
、

心
あ
る
人
士
、
そ
れ
来
り
遊
べ
。

二
十
周
年
阿
顧
の
一
端

終
に
一
言
ず
、
二
十
年
と
い
へ
ば
長
い
や
う
で
は
あ
る
が
、
遠
き
将
来
に
比
ず
れ
ば
買
に
一
瞬
時
た
る
に
過
ぎ
ぬ
。

桝
懐
癒
堂
は
享
保
九
年
よ
り
明
治
二
年
ま
で
織
績
し
、
百
四
十
六
年
に
し
て
磨
學
の
運
命
と
な
っ
た
が
、
西
村
先
生
は

其
の
サ
者
懐
穏
堂
考
に
於
て
、
此
の
間
を
属
分
し
て
、
石
奄
梵
奄
雨
先
生
の
時
代
は
草
創
時
代
、
五
井
蘭
洲
先
生
時
代
は

培
養
時
代
、
竹
山
先
生
時
代
は
最
も
隆
昌
を
極
め
た
披
張
時
代
、
碩
果
寒
泉
雨
先
生
の
時
代
は
保
守
時
代
と
名
づ
け
ら

れ
た
。
今
骰
に
時
勢
を
考
へ
ず
に
こ
れ
を
比
較
し
て
見
る
と
、
現
懐
穏
堂
は
漸
く
創
業
時
代
を
経
て
、
牌
に
培
養
時
代

に
移
ら
ん
と
ず
る
過
渡
期
に
在
る
が
如
き
戚
が
ず
る
。
吾
人
は
益
栢
闘
努
力
し
て
、
大
に
培
ひ
且
つ
養
ひ
、

こ
と
に
し
た
、
偏
に
寛
恕
を
乞
ふ
。

以
上
本
堂
の
事
業
中
、
其
の
重
な
る
も
の
に
就
て
回
顧
を
試
み
た
、
其
の
他
、

8
誌
を
幡
い
て
見
れ
ば
、
幾
多
思
ひ

起
す
材
料
あ
り
、
殊
に
物
故
教
授
講
師
や
功
傍
者
の
事
蹟
に
就
き
陳
ぶ
べ
き
貼
も
多
い
が
、
何
分
に
も
暑
氣
甚
だ
し
く

筆
は
中
途
で
休
止
ず
る
、
頭
が
混
砒
し
て
叙
事
蕪
雑
を
免
れ
ぬ
、
故
に
僅
に
事
業
の
一
端
を
記
し
て
、
萩
に
資
を
塞
ぐ

結

語

七

以
て
精
紳

生
活
の
上
に
骰
展
向
上
を
期
し
、
微
力
な
り
と
雖
も
大
に
四
方
の
俊
影
子
を
養
成
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。

何
分
に
も
精
紳
生
活
の
方
面
は
、
算
へ
る
こ
と
の
出
来
ぬ
目
に
見
え
ぬ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
他
の
事
物
の
如
く
数
字
的

に
其
の
効
果
を
示
す
こ
と
は
出
来
た
い
が
、
瑕
令
少
数
の
人
た
り
と
も
、
戚
化
影
響
を
受
け
て
居
る
こ
と
は
信
じ
て
疑

（
九
月
一
日
記
）


